
コモンウェルスゲームズ
コモンウェルスゲームズ（以下「CG」という）は、

英連邦に属する 71 の国や地域が参加し、4 年ごとに開
催される総合競技大会です。イギリスのロンドンに本部
を置く CG 連盟が主催しています。競技種目には、陸
上競技、体操、水泳などのほか、ローンボウルズやネッ
トボールといった英連邦に特徴的な競技も含まれていま
す。

日 本 で は、2019 年 に ラ グ ビ ー ワ ー ル ド カ ッ プ、
2020 年に東京オリンピック・パラリンピック、2021
年にワールドマスターズゲームズ関西大会と、大規模な
国際競技大会が控えています。そこで、これらの大会に
向けて準備を進める自治体の参考となる情報を収集する
ため、2018 年 4 月 4 日から 15 日まで豪州クイーンズ
ランド州で開催された CG2018 ゴールドコースト大会
を調査しました。本稿では、競技会場の選定、ボラン
ティアおよび大会関連のイベントについて報告します。

競技会場の選定
大規模な国際競技大会を開催する場合、競技会場の選

定が大きな課題となります。既存施設の利用、また必要
に応じて会場の新設、仮設会場の設置で対応することに
なりますが、今大会の開催に当たっては、効率的な大会
運営という観点から、既存施設の利用が重視されました。
大会のマスタープランにおいても、輸送手段、レガシー、
開催地の課題解決に資する開発計画、大会後の選手村の
住宅としての供給、開催地の観光地としての魅力の訴求、
極力近接した地域での競技会場の設置と並び、当該プラ
ンの 7 つの柱の 1 つとして、既存施設の利用が挙げら
れています。

また、国際競技大会においては、競技ごとの国際競技
連盟が、会場施設が充たすべき要件を定めています。
CG においては、CG 連盟が、試合会場が充たすべき要
件を定めており、要件を充たさない既存の施設を利用す
る場合は、アップグレードをする必要があります。

CG2018 ゴールドコースト大会のバナー 卓球の試合会場。映画の撮影所を大会期間中は競技会場とし
て使用。大会終了後は観客席などを撤去し、元の施設に戻す。
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さらに、施設をそのまま利用するのではなく、フェン
スやゲート、テントなどさまざまな仮設物を設置して、
施設を大会仕様にする必要があります。これらの仮設物
はオーバーレイ（Overlay）と総称されています。既存
の施設に仮設の観客席を設置するといったオーバーレイ
は、大会開催にかかるコストに大きく関係することから、
綿密な計画が必要になります。

会場の設置計画を策定するにあたり、大会後の利用方
法や地域に与える影響、いわゆるレガシーについても考
慮することが求められます。初期の段階（2009～
2011 年）では、既存施設の所在地および状態、将来の
屋内競技会場の需要の予測、スポーツやイベントに対す
る需要の見通しといった情報を示したうえで開催都市と
して立候補し、数年にわたる誘致活動の末、2011 年
11 月 12 日の CG 総会で投票により開催都市に選ばれ
ました。中期（2012～2016 年）には、施設そのもの
だけでなく、周辺地区の整備の検討、一時的な施設で済

ませるのか恒久的な施設にするのかといったような、具
体的な計画策定およびその実施が進められました。後期

（2016～2018 年）は、整備した会場を利用し、プロ
モーションする段階と位置づけられ、大会前後の魅力の
あるイベントでの会場の利用促進や会場の利用によるプ
ロモーション、国内外のスポーツチームのキャンプ誘致、
会場の持つ利点や影響力の測定などが行われました。

今大会では、CG 史上初めてビーチバレーボールが採
用されました。ゴールドコースト市は豪州を代表する
ビーチリゾート地であり、同競技の会場は屈指のサー
フィンスポットであるクーランガッタに設置されまし
た。まさに、開催地の観光地としての魅力を訴求すると
いう目的を具現化したものといえます。

ボランティアスタッフの活躍
本大会では、多くのボランティアスタッフが大会の運

営に携わっていました。大会運営にあたり雇用されたス
タッフは約 2,000 人、セキュリティや防犯にかかる業
務委託を受けた事業者などのスタッフは約 4 万 5,000
人でしたが、それに加え、ボランティアスタッフとして
約 1 万 5,000 人が大会運営に参加しました。大会期間
中、ゴールドコースト市内外のさまざまな場所を訪問し
ましたが、会場の中及び周辺だけではなく市街地におい
ても多くのボランティアスタッフを見かけました。

本大会では、2017 年 2 月にボランティアへの参加
申込が開始されましたが、募集人数を大きく超える約 4
万 7,000 人もの応募があり、その中から約 1 万 5,000
人が採用されました。

オーストラリアでは、2000 年シドニーオリンピッ

競技会場の入口付近の手荷物検査を行う仮設施設

クーランガッタのビーチバレーボール会場 大会運営事務局と一緒に働くボランティアスタッフ
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現場レポート

ク・パラリンピック大会から国際競技大会でのボラン
ティアスタッフの活用が始まりました。同大会では、ボ
ランティアスタッフとして約 5 万 5,000 人が動員され、
大会ボランティアの経験を通じて、ボランティア参加が
楽しく、充実したものであるというイメージを作り出し、
ボランティア参加への気運向上の契機となりました（詳
細については、当協会の HP で公開しているクレアレ
ポート「オーストラリアの大規模イベントにおけるボラ
ンティアの活用」を御参照下さい）。

ボランティアスタッフには大会運営に従事してもらう
ために次のような配慮がなされています。
・ 大会期間前後（3 月 25 日から 4 月 18 日まで）の試

合会場となった都市の公共交通を無料で利用可能
・ 業務中の食事の提供（大会期間中合計で 15 万食を準

備）
・従事した競技のチケット（1 回観戦分）取得可能
・勤務の最終日に記念品を贈呈　など

また、現場で業務
に従事するスタッフ
は、ボランティア、
それ以外のスタッフ
に関係なく、皆同じ
ユニフォームを着用
していました。この
ことは、現場におけ
る一体感を与えるだ
けではなく、コスト
の削減にもつながっ
ているという説明がありました。ボランティアスタッフの
一人に取材したところ、自身で準備したのは、大会事務
局から着用を推奨された「白い靴」だけとのことでした。

大会関連イベント
CG の試合会場となった各都市では、大会開催期間中

にさまざまなイベントが開催されました。これらのイベ
ントは、競技を観戦するため各都市を訪問した多くの
人々に、大会を楽しんでもらうだけではなく、各都市の
伝統文化や歴史などについて知ってもらう貴重な機会と
して、カウンシルの職員やボランティアなどによって運
営が行われていました。特設ステージでのライブ演奏、
来場者参加型のアトラクション、子供向けの工作アク

ティビティ、地元アーティストによるアートパフォーマ
ンスなど、幅広い分野のイベントが連日開催され、各競
技で興奮冷めやらぬ開催地の雰囲気をより一層盛り上げ
ていました。

今回の調査結果は、後日クレアレポートとして公表す
る予定です。

ボランティア参加の記念品の例

イベントやパブリックビューイングのためビーチに設置され
た特設ステージ

ビーチでのイベントの様子

CG2018 ゴールドコースト大会閉会式
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